
昭和 37年 6月 10四
月チu（毎月 10日発行）ひさあ( 1 ) （震~~＝~：~~） 第 82 号

ハ

新
設
の
花
房
林
道

V

村
口
隆
造
氏
に
功
労
郭
公
賞

五 ？に，♀..主主主主主主 主ンご......三 四；もの さにス 表ト rn

価霊長ILi~ ~ t~行 議会日誌 は号館i~ ； :r~ ~~it~ig紅れ
格へ重野日 は起て L二二日骨一一一二 ム－－・－ -~ さ小泊て崎子後十〈すの功斑と氏れ沌炭度
に 払審中 午とは h ’ れ学財 ~l魚工ニロ t 。結績事速はま盟村ボ
つい議小全後な次 執 にに 削突も反 長成もつ t.：..校 産入港業時 三 県は と動過しょ口 l
い下の 学員六ゐ l!..!.I町行す漁 の堤 あ福 宮手でつい三。鵠払養三 K七全三 こ大しの 去たり 隆イ
て げ 結校協時。（ずイ了る港みのり i~ 崎腕 、いて 洋 掌 い Ill十 K分員 2 のきて発十 。功造ス
時 決果 E常設五 五uよ承 こをを笠、浮漁が交たは電 、，下張七 の r協 f 度く県展主主 労氏カ
先 ま 、主令十 月時。と健施主慎侵遣まi歩が L、子 のげ両年誘開議 C の 、iiliに年 邦がク
にる 朝の開分 十 の と用行げ重蝕にたに、ろK 三に長 度致儀会〈 表中の必に 公ポト
穂 。日 処似 日仏 しでしと審とつれつ誘いE fl：つ の修 にさ IJH:. ~'t 火迎く J( 1~： l朝
務 町現 凶い 、き、港議いいるい致るの にい 説築つれ他 ・ と名世さり をイ日
毒 自に ）下 守’る本内のうて。てにの 諮 って明日1・ ぃ、 な ド？にれポ ！！的ス第
頁 動つ まげ算よ年の結こは はは条致い〈｝ 踊 て① つ会i軒、 l らカー
会車レ でにのう中堀栄と 、 町賛件にて lrl、に、 三 た議く特イ れ ク団

．公
民
館

で

。
国
旗
掲
揚
運
動
。

j国旗をあげましようj
こ
の
ほ
ど
朝
臼
川
町
公

民
飽
長
会
で
本
年
度
の

重
点
目
標
の
－
っ
と
し

て
、
日
本
民
族
意
識
こ

う
坊
の
た
め
同
は
を
あ

げ
る
述
動
を
展
開
す
る

こ
と
を
閉
し
併
は
せ
ま

し
た
。

祝
祭
日
に
は
必
ら

ず
国
旗
を
あ
げ
て

祝
い
ま
し
ょ
う
。

で
適
正
価
絡
と
し
て
打
出
さ
れ
た
九
O

万
円
と
す
る。

什
剛
山
中
学
校
の
開
校
は
八
月
一
日
と

い
う
こ
と
、
開
校
と
同
時
に
町
か
ら
施

設
協
力
貨
と
し
て
五

O
万
円
を
支
出
す

る
こ
と
が
了
承
さ
れ
た
。

午
後
三
時
三
十
二
分
間
議
、
川
三
時

三
十
分
間
会
。

．h
月
二
十
一
日

町
長、

厚
生
季
民
会
李

間
保
育
所
慰
問
。

K
月
二
十
二
日

・医業
委
員
会
町
単
独
事

業
（
耕
地
事
業
抗
）
三
十
六
年
度
施
行

悩
所
現
地
視
祭
。

五
月
二
十
五
H

惇
生
委
員
会
開
催

午
前
十
一

時
間
議
。

①
統
合
泊
中
学
校
向
転
車
小
屋
の
設

同
4
4
0

め
山
御
山
胸
設
に
つ
い
て
。

①
泊
中
学
校
講
堂
附
修
に
つ
い
て。

①
学
校
給
食
調
理
師
に
つ
い
て
協
議

さ
れ
た
。

自
転
車
小
屋
に
つ
い

て
は

二

ニ
O

台
岐
容
で
き
る
も
の
を
約
五
六
万
円

で
設
置
す
る
こ
と
を
委
員
会
で

は

了

承
、
こ
れ
を
議
会
に
は
か
る
こ
之
に
な

る。湯
川
し
は
循
環
式
ボ
イ
ラ
ー
で
重
油

パ
l
ナ
を
使
用
し
、
将
来
を
汚
え
て

一
、
0
0
0人
位
の
使
用
可
能
な
も
の

を
八
万
円
く
ら
い
か
け
て
設
置
す
る
こ

と
を
了
承
。

泊
小
学
校
講
室
の
補
修
に
つ
い
て
は

南
側
に
バ
ッ
ト
レ
ー
ス
を
入
れ
る
。
そ

れ
に

ユ
テ
i
ジ
が
無
い
の
で
、
P
T
A

か
ら
の
申
し
入
れ
も
あ
り
、
工
事
の
関

係
凶

O
万
円
程
度
で
ス
テ
ー
ジ
も
設
け

る
こ
と
を
了
本
。

似
し
町
財
政
上
場
合
に
よ
る
と
P
T

A
立
将
え
が
子
怨
さ
れ
る
。

円子
校
給
食
調
理
師
の
件
に
つ
い
て
は

P
T
A
辿
絡
協
話
会
、
校
長
会
か
ら
陳

情
も
あ
り
、
早
忽
に
研
究
の
上
待
遇
改

善
を
善
処
す
る
こ
と
な
ど
を
決
め
て
午

後
一

時
二
十
分
閉
会。



(2) 

済
ん
だ
話
を
む
し
返
す
よ

．

－－

v

う
で
関
係
者
の
方
に
は
ま
こ

ea山
と
に
申
訳
な
い
と
存
じ
ま
し

回
限

り
て
ユ
ー
モ
ア
ー
を
ま
じ
え
て

’
J
山

内
文
章
の
つ
な
ぎ
に

一
寸
失
礼

制則市

町
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

・
’Z
ザ

焼

失

し
た
焼
却
炉
は
す
で

i
’
 

認
主

川
に
残
存
価
格
が
ゼ
ロ
で
再
建

凡
又

～
の
た
め
に
は
か
え
っ
て
じ
ゃ

・
lv門

戸
ま
に
な
る
か
ら
と
云
う
の
で

d
u～
～

A
円
意
の
焼
却
な
ら
ば
別
と
し

臣
民

ω

て
大
な
り
小
な
り
町
有
財
産

・
干
f
h

h

の
一
部
を
取
級
者
の
木
住
意

古
盲

V

に
依
っ
て
焼
失
し
た
と
な
れ

L
E
m
ば
町
民
か
ら
公
私
の
混
同
も

！
・

－

a凋
…
甚
．
た
し
い
と
あ
っ
て
如
伺
な

F』
P

る
ご
叱
責
を
戴
い
て
も
お
返

f
s
i
～
え
じ
す
る
言
葉
も
あ
り
ま
せ

1
－
 

h
f
v
v
ん
。
責
任
的
所
在
が
ど
こ
に

ミ
d

h

あ
ろ
う
と
も
不
肖
な
が
ら
筆

1

・

」
d
同
者
も
公
僕

ω一
末
時
を
け
が
す

い
－
』

～

一
人
と
し
て
此
処
に
本
航
を

H
M川

い

拝
借
し
設
ん
で
町
民
各
位
に

、
－一一白

川
お
詫
び
階
上
げ
ま
す
。

川
又

ヘ

塵
芥
の
排
出
は
生
活
文
化

J

－－1…
の
向
上
と
国
民
生
活
引
消
費

叫
店

川
量
に
疋
比
例
寸
る
と
云
わ
れ

，
臨
写

～
ま
す
が
、
創
意
と
工
夫
に
依

i
－
 

み
平

山
つ
て
は
労
せ
ず
し
て
お
風
呂

の
燃
料
位
は
芥
箱
の
中
か
ら

得
ら
れ
そ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。
そ

ひ
二
E
．－－

こ
で
一
言
苦
言
れ
ぞ
申
上
げ
町
民
的
皆
さ
ん

之
共
に
反
省
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

我
々
は
と
も
す
る
と
身
か
ム
出
た
公
害

は
案
外
忘
れ
勝
ち
で
自
ら
の
併
役
を
重
〈

見
て
尊
か
る
べ
き
物
資
を
軽
ん
ず
る
あ
ま

り
公
役
に
依
存
し
手
近
か
な
空
地
や
芥
箱
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漉

栄

井

に
親
し
む
悪
い
く
せ
を
覚
え
る
。

た
ら
い
で
洗
漉
し
た
当
時
の
喰
え
な
い

と
云
う
生
活
を
電
気
洗
溜
機
や
電
気
ク
り

1
ナ
を
使
っ
て
喰
え
な
い
と
云
う
現
代
の

生
活
に
そ
の
ま
L
あ
て
は
め
よ
う
と
は
思

わ
な
い
が
、
昔
の
喰
え
な
い
と
云
う
数
字

ゼ
”

は
O
か
ら
は
じ
ま
守
た
絶
対
値
で
あ
っ
た

が
近
世
の
喰
え
な
い
と
云
う
数
字
は
昔
の

た
ら
い
に
比
較
し
て
少
く
と
も
一

O
O位

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
こ
と
は
ま
ち
が

い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

ゼ
ロ

最
悪
の
場
合
と
云
え
ど
も
O
か
ら
一

O

O
ま
で
の
基
礎
搾
除
と
云
う
ゆ
と
り
を
も

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
内
ど
れ
だ

け
の
も
の
が
芥
箱
の
中
か
ら
選
別
出
来
る

か
に
診
断
の
焦
点
が
あ
り
之
が
昔
と
今
の

喰
え
な
い
と
云
う
相
違
点
で
も
あ
る
左
考

横断側面図
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え
ら
れ
る
。

人
生
の
不
作
も
ま
た
此
処
か
ら
生
ず
る

と
す
れ
ば
、
焼
失
は
単
に
鹿
芥
焼
却
炉
の

設
備
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
生
活
物
資
の
焼

失
も
ま
た
甚
大
で
あ
っ
た
と
云
う
こ
と
に

も
な
り
ま
す
の
で
お
互
い
に
自
戒
自
粛
し

て
塵
芥
と
の
混
聞
を
さ
け
、
処
理
と
利
用

を
相
殺
し
公
私
両
市
に
利
益
を
も
た
ら
す

こ
と
に
心
し
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

だ
い
ぶ
ん
道
草
を
喰
い
す
ぎ
て
話
の
要
一

旨
が
本
番
か
ら
は
ず
れ
て
期
訳
あ
り
ま
せ
一

ん
が
、
炉
の
再
建
に
つ
い
て
は
御
承
知
の
一

通
り
さ
き
ほ
ど
町
長
よ
り
本
年
度
予
算
議

一

会
に
提
案
が
な
さ
れ
之
が
認
承
を
得
て
町
一

当
局
の
執
行
を
待
つ
ば
か
り
と
な
守
て
お
一

り
ま
す
の
で
問
題
が
な
い
の
で
あ
り
ま
す
一

が
、
苦
し
い
中
か
ら
賀
進
な
財
源
を
投
入

一

す
る
以
上
、
研
究
の
不
足
か
ら
将
来
に
悔
一

い
を
成
す
が
如
き
こ
と
の
な
い
よ
う
構
造

一

設
計
に
お
い
て
最
中
高
度
の
投
資
効
果
を
あ

一

げ
ら
れ
町
民
の
期
待
に
添
う
ベ
く
老
婆
心

一

な
が
ら
鮫
近
特
許
庁
で
発
表
さ
れ
た
矢
野

雅
雄
氏
の
特
許
を
此
処
に
御
紹
介
申
上
げ

参
湾
に
供
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

何
回
鮮
を
翻
今
照
下
さ
い
。

15" 
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あ
． 心、

ムな

路い
通 J

f寸

燃
焼
室
の
上
部
＠
に
通
気
板
＠
を
斜
架

し
て
そ
の
前
面
を
乾
蝿
容
一
①
と
し
、
燃
焼

に
よ
っ
て
生
じ
た
高
温
ガ
ス
の
一

部
を
通

気
板
①
を
通
じ
て
壇
壁
に
沿
っ
て
設
け
た

排
気
道
＠
に
導
き
、
こ
れ
を
排
気
道
の
排

一

列
車
の
安
全
な
週
転
に
皆
さ
ん
方
も
次

気
端
に
お
い
て
姐
壁
に
形
成
し
た
穿
約
部
一
の
こ
と
を
守
っ
て
協
力
し
て
下
さ
い
。

に
向
っ
て
ノ
ズ

w＠
を
斥
し
て
放
出
せ
し

一
1
4
線
路
の
中
や
そ
の
近
く
で
子
ど
も
さ
ん

む
る
よ
う
に
し
た
鹿
米
銑
却
炉
で
あ
っ
て

一

が
遊
ば
な
い
よ
う
注
意
し
て
下
さ
い
。

焼
却
す
べ
き
鹿
芥
に
十
分
な
る
熱
風
も
し

一
Z
線
路
を
通
ら
な
い
こ
と
。

く
は
火
壇
を
供
給
し
て
そ
の
乾
燥
を
促
進
一

と
の
噴
は
汽
車
の
速
度
が
早
い
の
で
非

せ
し
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
通
じ
て
樫
一

常
用
の
プ
レ
l
キ
を
か
け
て
も
間
に
あ

道
へ
の
吸
引
力
を
強
力
な
ら
し
め
て
燃
焼
一

わ
な
い
場
合
が
多
い
で
す
。
綿
路
は
人

効
率
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
一
式
う
考
一
の
通
る
道
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

東
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。

一
包
踏
切
で
は
必
ず
一

日
一
止
ま
っ
て
左
右
を

勿
論
町
当
局
に
於
て
も
よ
り
以
上
の
近

一

よ
く
見
て
か
ら
通
っ
て
下
さ
い
。

代
計
画
を
検
討
中
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す

一

笹
報
機
が
鳴
っ
て
い
る
と
き
は
列
車
が

が
更
に
何
か
得
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
半
い

十

通
り
過
ぎ
る
ま
で
待
っ
て
下
さ
い
＠

に
存
じ
ま
す。

－

泊

駅

長

選

挙

人

名

簿

未

登

録

者

は

登

録

申

請

を

念
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
七
月
一

日
に

執
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

有
栴
者
は
一
人
残
ら
ず
投
票
い
た
し
ま

し
ょ
う
。

選
挙
権
が
あ
っ
て
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
な
い
人
（
こ
ん
ど
は
じ
め
て
選

挙
権
の
あ
る
人
や
最
近
朝
日
町
へ
住
所
を

移
し
た
人
は
特
に
注
意
し
て
下
さ
い
。
）

は
必
ず
補
充
選
挙
人
名
薄
の
登
録
申
制
を

し
て
下
さ
い
．

①
昭
和
三
十
六
年
九
月
十
五
日
現
在
で
調

製
の
基
本
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

レ
な
い
人
で
次
の
と
と
に
該
当
す
る

人。的
昭
和
三
十
七
年
六
月
十
一

日
現
在
に

お
い
て
年
令
満
二
十
才
に
達
す
る

人
、
即
ち
昭
和
中
l

七
年
六
月
十
二
日

以
前
に
出
生
し
た
人
。

制
昭
和
三
十
七
年
六
月
十
一
日
現
在
ま

で
引
続
き
三
箇
月
以
上
朝
日
町
に
住

所
を
有
す
る
人
、
即
ち
本
年
＝
一
月
十

一一
日
以
前
か
ら
引
続
き
朝
日
町
に
住

所
を
官
制
す
る
人
。

①
補
充
選
挙
人
名
簿
の
登
録
申
請
期
間
六

月
十
二
日
か
ら
六
月
十
八
日
ま
で
。

毎
日
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時

ま
で
。

焼

失

し

た

塵
芥
焼
却
炉
の
再
建
に
望
む

朝
日
町
描
会

建

肢

委

員

め
景
録
申
請
の
方
法
。

由
主
耐
用
紙
は
役
掛
又
は
連
絡
所
に
あ
り

ま
す
か
ら
印
鑑
持
参
の
上
係
員
に
申
出

て
下
さ
い
。

な
お
現
に
効
力
を
有
す
る
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
に
は
六
月
十
二
日

ま
で
に
入
場
券
を
配
布
致
し
ま
す
か
店
、

も
し
入
場
券
が
こ
な
か
っ

た
人
は
必
ず
六

月
十
八
日
ま
で
登
録
申
鵠
を
し
て
下
き

補
充
選
挙
人
名
簿
の
登
鍬
は
申
訪
主
識

で
あ
り
ま
ず
か
ら
申
請
が
な
い
と
登
録
が

で
き
ま
せ
ん
・

ま
た
、
選
挙
人
名
将
に
登
録
さ
れ
て
い

な
い
人
は
、
選
挙
権
が
あ
っ
て
込
投
票
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
か
ら
注
意
し
て
下

さ
い
。
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g
－
務
の
分
掌

引

い

当

諜

の

事

務

の

分

家
は
、
農
業
委
員
会
に
関
す
る

司

療

項

、
農
業
生
産
唱
強
、
農
業
改
良
、
病
害
虫
防
除

戸

対

策

、

畜

原

奨

励

農

山

漁

村

振

興

対

策

、

林

業

振

F

興
、
町
有
林
造
成
、
水
産
業
、
観
光
に
関
す
る
事
項

等
で
職
員
は
課
長
以
下
一

O
名
で
あ
る
。

一

一

a
事
務
処
理
に
関
す
る
意
見

一
回
・
一

当
裂
の
分
草
場
’
鴻
範
囲
は
平
地
部
の
広
域
に
わ
た

一
－
〈
一

1

る
。
農
築
生
座
制
興
更
に
広
大
な
る
林
野
部
の
林
業

一

、

一

j

振
興
．
町
布
林
の
造
成
、
そ
の
外
に
水
産
面
、
商
工

一

rv
一
メ

業

の

桜

興

、

観

光
開
発
学
業
に
至
る
朝
日
町
の
奥
地

一

〉

一

宗
ま
で
に
わ
た
る
全
地
域
に
及
ぶ
事
務
事
業
の
範
凶
を

一
戸
・
一

井

有

し

、

立

つ

彦
ー業
全
似
に
つ
い
て
の
計
画
、
指
導
及

一

こ

一

土

び
感
染
執
行
を
た
す
も
の
で
少
数
の
職
員
を
以
っ
て

－

rぃ
－

の
京
務
州
知
理
は
ま
こ
と
に
良
好
で
あ
る
。

一
包
λ

一
次
当
謀
の
所
管
事
務
は
技
術
面
が
多
い
の
で
、
山

一
ヨ
ヨ
一

地
、
農
地
に
お
け
る
手
業
の
測
設
、
設
計
、
高
館
指

一
、
、
一

健

導

、
農
林
業
の
指
導
等
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
技

一

d
一
谷
術
員
の
養
成
採
用
に
考
恕
さ
れ
た
レ。

位

戦

法

一
、
J

一

広
大
性
と
山
地
林
業
関
係
等
の
特
殊
性
に
あ
る
か
ら

一

n
u
一
岩

ジ

1
プ
の
配
置
か
考
応
し
、
事
務
め
迅
述
、
円
滑
化

一
ヨ
＝
一

を
期
す
る
の
が
適
正
か
と
考
え
ら
れ
る
。

一
E
間
一

員

4
予
算
の
執
行
状
況

一
と
コ
一

一
委
昭
和
三
十
七
年
三
百
三
十

一
日
現
注
に
お
け
る
予

一
台
市
一

監
算
内
執
行
概
況
は
次
の
と
お
り
で
会
計
経
聞
及
び
関

一
ーま

一

町
係
諸
帳
簿
は
概
ね
良
好
止
認
む
。

一

3
一
間

米

執

行

舗

の

特

に
多
い
も
の
に
つ
レ
て
は
、
補
助

一
台
巴
一

塁

金

関

徐

及

び

事
務
手
続
上
の
も
の
で
逐
次
完
了
で
き

一

E
Z
一

ろ
見
込
み
の
も
の
で
あ
っ

た。

一

－

5
事
業
の
執
行
的
状
況

①

農

家

台

帳

二

、

四

七

五

戸

分

作

成

号

②

畿

地

所

有
陥
等
の
移

転

一

ニ
O
O件

1

④

林

道

の
新
設

棚
山
線
（
山
崎
）
て
一
七
同

m

l

岩
井
谷
線
二
附
保
〕
一
一
三
一

m

第

蛭

谷

線

（

山

崎

）

一

民

五

m

一

－

特

に

捌

山

林

道

は

美

観

か

ロま
し
鰻
党
的
に
も
将
来

期
待
さ
れ
る
。

朝

＠

畜

産

事

業

は

逐

次

向

上

し

、

奨

励

の

実

績

が

挙

っ
て
い
る
。

一平工

芸産
i業
昭昭 吉l
和和 ...，... 

十十
七七
年年
四四
月月
二十

三日
日

町
有
林
造
成
事
業

三
十
六
年
度
ま
で
の
造
成
面
積

二

O
、
六
六

g

三
十
七
忽
度
造
成
計
画
而
積

五
y
a

町
有
林
の
管
理
業
務
は
困
難
を
克
服
し
て
成
紙
は
極
め
て
良
好

で
あ
る
・

①
農
築
近
代
化
事
業
の
融
資
斡
旋
は
約
二
、

0
0
0万
円
に
及
び

そ
の
努
力
に
著
し
い
も
の
が
あ
る
。

①

助

成

事

業

に
つ
い
て

当
課
に
は
助
成
事
費
的
の
も
の
が
極
め
て
多
い
の
で
慣
習
的
な

傾
向
か
ら
脱
し
、
共
同
併
焚
及
び
企
築
投
資
的
な
も
の
に
対
し
、

研
究
、
指
導
に
新
し
い
観
点
か
ら
逐
次
切
換
え
ら
れ
て
い
る
の
は

当
を
得
て
い
る
が
い
・
ま
だ
十
分
と
言
え
な
い。

山
同
町問
地
の
田
畑
等
労
働
力
過
重
な
部
面
は
荒
腐
す
る
傾
向
に

あ
ゐ
の
で
こ
れ
り
緩
業
生
産
の
指
革
、
特
に
開
発
助
成
を
考
ほ
さ

れ
た
い
。

な
…
持
、
俊
業
構
活
改
革
事
業
等
に
つ
い
て
は
、貿
易
の
向
由
化
、

国
際
奴
台
に
よ
っ
て
生
ず
る
影
響
を
予
察
し
、
そ
の
対
策
指
導
に

万
全
中
期
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
。
特
に
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
の
栽
培
。

拡
張
（
適
地
面
倒
三

0
0
7
、
現
在
の
作
付

面
積
問
Y
品
）
や
、
こ

れ
に
対
す
る
共
同
椀
設

を
助
長
し
、
生
政
性

の
向
上
に
努
め
ら
れ
た

、。’V 

①
観
光
崎
係
に
つ
い
て

観
光
開
常
事
業
は
、

い
ま
三
低
調
で
積
師
，的

稼
閣
に
欠
く
も
の
が
あ

ヲ。。
①
商
工
業
関
係
に
つ
い

て
商
工
業
は
工
場
誘
致

に
よ
る
吋
興
と
的
背
的

人
口
円
増
大
守
図
均
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な

お、

泊
商
工
業
者
の
負

担
す
る
ネ
オ
ン
灯
の
維

持
管
理
伎
は
年
間
七

O

万
円
を
．
繋
し
て
お
り
、

こ
れ
の
経
団
内
方
策
を
締

ず
る
よ
う
研
究
せ
ら
れ

胸司、。

手・
ゎ
、
v

昭和36年度予算 産業経杭自の執行概況

歎 rtt I予君主現額 i執行制 ｜未執行均 ｜備 考 ｜

笠きし笠主主ιl二二世h1!)117. 338. ou21」 ι也1Jl1ll ’ 
農業委員会v1I i. ss4. sgol i. 376. oasl 108. 325. 
農 林 費｜ 9.783.1001 8.523.0301 1.260.0701干倒貫工000門流Ill
水産業的I4.268.7001 374.6391 3.894.061 
商工業 t'iI 611. oool 565. 0331 45. 967 
観光 i'-<I i. 720. sool 926. 9811 7fJ3. 816 
計 I17-967.9901 11.865.7511 6.103.239 
註 産業経済費の内耕地事業費の6.880.840円は建設課において
執行するので省いてある。

① 

；子どもをよく理解いたしましよう！

4
1

・0R
U
F円
U

そ

の

た

め

、

大

人

の

ひ

と

り

ひ

と

り

が
子
ど
も
の
手
本
と
な
る
よ
う
に
／

た
の
し
レ
家
庭
を
つ
く
る
よ
う
に
／

明
る
い
社
会
を
つ
く
る
よ
う
に
／

努
め
ま
し
ょ
う
。

－
あ
な
た
の
子
ど
も
が
ど
ん
な
友
達
と
あ
そ
び
、

ど
ん
な
も
の
を
読
み
、
ど
ん
な
映
画
を
見
て
い

る
か
ご
存
知
で
す
か
？

－
あ
な
た
の
こ
ど
も
の
金
づ
か
い
に

つ
い
て
い
つ

も
気
を
つ
け
て
お
ら
れ
ま
す
か

T

－
子
ど
も
の
ま
ち
が
い
を
見
つ
け
た
と
き
は
、
子

ど
も
に
よ
く
わ
か
る
よ
う
に
そ
だ
て
て
や
る
こ

と
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

T

子
ど
も
の
不
良
化
は
暗
い

家
庭
か
ら

－
あ
な
た
の
家
庭
に
は
暗
い
い
ざ
こ
ざ
が
あ
り
ま

せ
ん
か
？
・

・
あ
な
た
は
子
ど
も
の
心
念
協
つ
け
る
よ
う
な
こ

と
た
し
た
り
、
話
し
あ
っ
た
り
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
か
？

－
あ
な
た
は

一
日
た
と
え
五
分
間
で
も
子
ど
も
と

い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ん
だ
り
話
し
た
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
？
・

子
ど
も
の
不
良
化
は
親
の

無
理
解
か
ら

－
あ
な
た
げ
子
ど
も
を
可
愛
が
り
す
王
て
、
わ
が

ま
ま
に
さ
せ
て
い
ま
せ
ん
か
？

－
あ
な
た
は
、
む
や
み
に
子
ど
も
を
お
さ
え
つ
け

る
ば
か
り
で
、
そ
の
よ
い
と
こ
ろ
を
仲
し
て
や

る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
ま
せ
ん
か
？

．．． 

あ
な
た
も
私
も
力
を
あ
わ
せ
わ
が
子

．．．． 
よ
そ
の
子
の
差
別
せ
ず
に
悪
か
ら
守

っ

て

よ

い

方

向

に

導

い

て

や

り

ま

し

ト
品
汽
ノ

忘
れ
て
は
い
ま
せ
ん
か
？

子
ど
も
の
不
良
化
は
親
の
な
お
ざ
り
か
ら

・・・・・・・・園田・ー
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特
に
ホ
ク
ネ
ソ
ワ
セ
阜
、
越
路
早
生
の
よ
一
中
間
白
血
肥
ほ
出
来
る
だ
け
し
な
い
で
下

一

ん
強
く
寸
る
と
同
時
に
、
強
く
乾
し
上

う
な
早
中一品川間
に
は
、

早
期
必
肥
し
た
一
さ
い
。
無
駄
な
茎
を
少
く
し
て
必
要
な
一

げ
る
よ
う
な
要
領
で
行
う
が
、
強
い
中

・後
の
水
代
理
し
、
分
け
つ
令
早
め
る
よ

一
数
を
献
保
す
る
に
は
、
分
げ
つ
は
収
減
期
一
乎
じ
の
適
期
は
段
高
分
け
つ
捌
に
た
だ

本
田
に
拙
え
付
け
さ
れ
た
附
も
六
月
に

一

う
に
し
て
下
さ
い
。

一
（
般
市
川
分
け
つ
の
約
二
週
間
位
前
）
に
一
一
同
あ
る
だ
け
で
、
施
の
形
成
期
以
後

入
れ
ば
分
け
つ
も
日
ご
と
に
噌
え
、
青
田
一
六
月
中
旬
以
後
は
強
い
γ
分
げ
つ
を
健
保
一
大
体
分
け
つ
が
必
要
茎
数
の
六
O
M
m程
一

は

、
特
別
の
場
合
以
外
強
レ
中
か
避
け

も
急
に
出
来
て
き
ま
す
が
、
分
け
つ
期
か
一
し
、
茎
壌
を
強
く
し
な
が
ら
、

反
面
宵

一

度
あ
れ
ば
よ
い
。

一

て
下
さ
い
。

ら
幼
穂
形
成
期
ド
ル
か
け
て
は
特
に
市
官
官
効
一

回
が
軟
弱
に
過
緊
民
し
な
い
よ
う
浅
水
一
二
、
中

耕

除

草

と

止

草

一

四

、

病

虫

害

防

除

か
し
た
稲
作
り
に
留
意
し
て
下
さ
レ
。
一
管
起
す
る
£
う
に
し
て
下
さ
レ
。
一
草
を
竿
え
さ
せ
ぬ
た
め
の
中
耕
以
外
の

一
今
年
は
一

般
に
苗
質
の
余
り
よ
く
な
い

て

育

問

の

出

米

と

追

肥

一

止

卑

問

の
凶
一
十
し
は
引
機
口
肥
料
を
多

一

中
耕
は
あ
ま
り
効
燥
が
な
い
し
ι
云
わ
れ
一
の
が
国
組
え
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
天

青
田
の
出
来
が
悪
い
と
す
ぐ
追
肥
す
る

一

周
し
た
り
牧
草
跡
田

（イ
タ
リ
ア
ン
ラ
一
て
い
ま
す
。

一
気
予
想
か
ら
も
業
イ
モ
チ
病
の
発
生
が

れ
れ
れ
鰍
委
譲
議
委
譲
議
議
※
ぷ

幻わか片付何
一清一
一時ね日
比一…制限一…
…μ
一
一
日
比
日
れ
れ
な
り
多
く

出

♂

可

制

農

事

教

室

縦

灯

河

川

制

臥

一

日

は

ひ

ヴ

紘

一

一

村

仰

い

れ

け

一

日

ザ

早

め

の

防

除

に

注

意

し

て

l
ル
当
り
窒
紛

wmw索
※
※
※
※
※
※
※
※
家
薬
品ゑ

限

の

軽
い
川
干
し
を

一
に
し
ま
し
ょ
う
。

一

λ
今
必
ヱ

ヲ
マ
公
社
川
が
良
か
っ
た
の
で

紫

肥

料

と

し

脊

旧

の

え

兄

を

見

一

止

革

工

ぺ

月

二
十
日
可
愛
こ
ん
斡
る
よ
う
一
・

6

j
f

－

i
i

一

t
J

首

f
t

一
一
化
メ
イ
チ
ュ
ウ
の
悩
冬
試
は
附
年
の

て
五
・
六
厄
l
七
・f
丸山叫
に
施
肥
し
て

一

て
行
う
が
、
株
吏
に
強
い
出
干
し
は
行

一

に
し
て
下
さ
い
。

一

一

一

徴
的
で
、
ツ
マ
グ
ロ

ヨ
コ
バ
イ
も
同
様

あ
れ
ば
、
そ
れ
以
上
多
く
施
加
し
で
も
一

わ
な
い
で
下
さ
い
。

一
三
、
水
の
か

け
引
き
と

m千
し
（
中
子

一

特
に
訴
山
県
中
部
以
来
に
愛
知
が
予
想

多
少
宵
田
の
出
米
が
巡
っ
て
も
そ
れ
が

一

巾
干
し
は
止
引
の
終
っ
た
後
段
高
分
け

一

し〉

一

さ
れ
て
い
ま
す
。

化
以
と
同
時
に
計
画

直
ち
に
軟
に
な
っ
て
か
ら
の
秘
叡
が
多
一

つ
期
に
行
う
の
が
普
通
で
す
が
、
茎
数

一

六
月
上
旬
ま
で
は
気
蹴
や
水
制
も
比
較
一
的
な
防
除
を
し
ず
下
さ
い
。

く
な
る
と
し
う
こ
と
に
は
な
り
ま
せ

一

が
必
県
加
似
の
二
川
明
し
仰
に
な
っ
た
一
的
低
い
時
期
な
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
水
一

一

一

五
、
跡
倒
的
代
的
行
組

ん。

U
し
為
市
円
回
の
山
米
す
ぎ
に
よ
る
ら
水
も
ち
の
よ
い
出
ほ
ど
強
く
行
い
ま

一

の
か
け
ひ
き
は
暗
い
日
中
以
外
ぞ
や
深
一

一

一

跡

問

問

代

は

特

に

州

出

者

の

栄

に

な

り

倒
伏
ぞ
病
虫
害
の
発
生
を
多
く
し
て
、

一

す
。
か
な
り
大
き
い
制
し
カ
で
る
位
で

一

い
中
干
し
む
1

し
な
い
方
が
よ
t
。

一

か
え
っ
て
見
か
け
の
稲
作
り
に
終
ゐ
こ

一

よ
い
。

・

一

小
干
し
は
一
回
に
強
く
叱
し
上
げ
な
、
一
や
す
レ
の
で
水
管
舟
と
と
も
に
防
除
に

と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

一

水
は
け
の
よ
い
旧
は
回
干
し
松
度
で
強

一

で
、
回
平
し
と
田
千
し
の
聞
を
だ
ん
心
一
注
意
し
て
下
さ
い
。

二司
d
tJ，刈刈
川
司
↓
刈

叶
一一

家
畜
の
死
亡
は
必
ず

健
康
な
毎
日
を
過
ご
す
た
め
に

一夜J
司王

一

－

2

＝

届

出
て
下
さ
い

一市
均
一

一

一

一一

四
月
一
日
よ
り
家
膏
伝
染
病
予
防
法
の

能
主
下
げ
て
レ
る
こ
と
は
見
の
が
す
こ

－

Z
Il－
－
ト1
1
1

1

1

「
｜
｜
一一

L
Eま
せ
ん
。
事
惑

を
作
る
の

一一準
）
一制

U
M
一
叩
川
竹
叩
M
一
川

竺

一強
化
に
伴
い
家
畜
の
所
有
者
及
び
迎
送
業

に
京
索
、
例
階
、
カ
リ
を
も
と
に
し
た
肥
料

一宮

児

4

『

1

－12
＝
者
は
家
官
が
疾
病
の
た
め
死
亡
し
た
と
き

没
引
を
す
る
よ
・
コ
に
、
毎
H
の
食
事
に
も
一「
｜
－

l
u川
仁
川
口
上
1
一

均

一一
は
行
令
の
定
め
る
手
続
に
従
い
遅
滞
な
く

下
記
の
設
の
よ
う
な
設
計
が
必
要
で
す
。

一一
群

類

附

則

一
知
肉
陥
知

一
件
湖

一一当
該
家
畜
の
死
体
の
所
在
地
を
詰
問
す
る

二

一

池

一
き
果

一一

各
食
品
に
わ
た
っ
て
抗
準
誌
の
バ
ラ
ン
ニ

－

一

の一

一
州
知

一一市
町
村
長
に
脂
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

λ

で
刑
恕
さ
れ
た
食
併
を
す
れ
ば
体
温
を
二
品

一

一

に
と

そ

卯

一
J
町

一一
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

保
ち
、
働
く
力
む
百
出
す
烈
量
が
こ
こ

0
0
一一

一

一

J

一
服

ω
一一

死
亡
凶
げ
を
せ
ね
ば
な
ら
な
い
家
畜
は

カ
ロ
リ
ー
、
筋
肉
、皮
ふ
等
の
制
織
を
作
る
二
食

一
投
由
沙

一
ハH
魚
沼
孔

一
制
剣

一一
？

？

豚

・
山
羊
・
制
羊
で
、
局
出
せ

仮
自
白
が
七
一

8
、
そ
の
他
休
の
調
子
を
一一

一
町民泊
忠

一
L
俗
チ
宇

一
線
そ

一一

f

と
と
の
え
る
脂
肪
三

O
g、
カ

C
ク
ム

一↓
｜
副

川

Jl副
｜

」

イ

糾

一一

T死
亡
し
た
家
藷
を
解
体
、
間
却
、
娩

。
、
六

g
、
ピ
タ
E
ン
A

一
九

O
O言
、

ニ
鰐

一
一
対

一

叩

一
止
制

一一淘
し
た
場
合
は
処
摘
さ
れ
ま
す
か
ら
必
ず

－J

一
二
三
、
、

F
一
二
一
ヨ
、
、

C
六
二
栄

一
日
川

一

町

一
け
欄

一一役
場
に
届
出
て
下
さ
い
。

一
－
一
品
と
れ
ば
常
に
健
康
で
、
長
く
若
々

二

1
「
同
い
lト
l
l
bい
l
l・「
ド

作
一
一
尚
詳
細
は
役
場
賎
業
諜
へ
問
い
合
わ
せ

し
く

過

ご

せ

ま

す

。

（

朝

日
投
改
、
生
活
改
良
常
普
及
員
）

一
て
下
さ
い
．

食生活に計画的設計を

私
述
は
、
た
だ
お
な
か
が
す
一

い
た
か
ら
、
お
い
し
レ
も
の
を
一

た
べ
た
い
か
・
り
、
と
レ
う
だ
け

一

で
食
事
を
吹
っ
て
い
な
レ
で
し
一

ょ
う
か
、
何
の
考
え
む
な
く
、
一

惰
性
的
に
毎
日
の
炊
事
を
く
り

一

か
え
し
て
は
い
な
レ
で
し
ょ
う

一

か
。
弘
達
の
食
生
活
を
行
み
る

一

と
、
米
に
か
た
ょ
っ
た
食
習
慣

一

で
あ
’
G
た
め
炭
水
化
物
が
非
常

一

に
多
く
、
魚
や
肉
額
、
乳
や
卵
一

顛
が
少
な
い
の
で
ボ
白
質
や
脂

一

肪
の
摂
阪
が
意
外
に
少
な
い
の

一

に
驚
き
ま
す
。
こ
れ
が
私
ど
も
一

の
体
位
に
影
響
し
、
ま
に
労
働

一

6
Jフ
月
の
稲
作

電
話
の
申
込
は
早
急
に

今
年
五
月
ま
で
に
電
話
の
取
付
を
申
し

込
ま
れ
た
方
に
は
、
施
設
を
改
良
し
な
げ

れ
ば
取
付
け
ら
れ
な
い
も
の
を
除
い
て
は

全
部
取
付
け
し
ま
し
た
。

当
局
で
は
こ
れ
か
ら
申
込
み
を
希
望
さ

れ
る
方
の
た
め
に
、
特
に
造
加
割
当
を
申

請
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
か
ら
、
す
ぐ

電
話
ご
入
用
の
方
、
又
は
今
は
い
ら
な
い

が
来
年
ニ

・
三
月
頃
に
な
れ
ば
必
必
に
な

る
と
思
わ
れ
る
方
は
早
急
に
お
申
し
込
み

下
さ
い

。

（

朝

日
電
報
電
話
局
』

一
町
・
県

民

税

第

期

一

納

付

－

一

六
月
は
町

・
県
民
税
第
一
期
納
付

一

一
の
月
で
す
。
二
十
日
に
な
り
ま
す
と

一

一
一二
十
七
年
度
の
一
年
間
の
税
額
を
記

一

一
蹴
し
た
徴
税
令
書
が
お
主
自社
川
に
届
常

一

－
ま
す
が
、
六
枚
績
に
な
っ
て
い
る
令

一

警
の
一
番
お
し
ま
レ
の
と
こ
ろ
に
税

一

の
制
か
い
税
制
が
し
て
あ
η
ま
す
。

一

よ
く
川
崎
ん
で
か
ら
納
抗
さ
れ
る
よ

一

う
お
願
い
し
ま
す
。

一

そ
し
て
納
税
の
皆
さ
ん
に
有
利
で

一

忘
れ
る
心
配
の
な
く
な
る
前
納
を
お

一

す
す
め
い
た
し
ま
す
。
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日
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場
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刷

六

円

六

円

説
明
書
を
よ
く

読
ん
で
か
ら
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